
-1- 

 

平 成 ３０年 美 郷 町 議 会 議 事 録 

 

 第４回 定例会（第４号） 

招集年月日 平成３０年 １２月 ４日 

招集の場所  美 郷 町 役 場 議 会 議 場  

開会日時  

及び宣告  

開 会 

 平成３０年 １２月 １２日  午前 ９時３０分 

議 長   西 嶋  二 郎 

閉 会 

  

 平成３０年 １２月 １２日  午後 １時 ７分 

議 長   西 嶋  二 郎 

応招、不応 

招議員及び 

出席並びに 

欠席議員  

 

出席１２名 

 

欠席 ０名 

 

凡例 

○ 出 席 

△ 欠 席 

× 不応招 

○△公務欠 

議 席 

番 号 
氏   名 

出席等 

の 別 

議 席 

番 号 
氏   名 

出席等 

の 別 

議 長 

(１２) 
西 嶋 二 郎 ○ ５ 福島教次郎 ○ 

副議長 

(７) 
岩 根 和 博 ○ ６ 藤 原 修 治 〇 

１ 日 髙  学 ○ ８ 山 本 幹 雄 ○ 

２ 中 原 保 彦 ○ ９ 安 田 勝 司 △ 

３ 波多野康博 ○ １０ 簱 根 正 一 ○ 

４ 原 克 美 ○ １１ 佐 竹 一 夫 ○ 



-2- 

 

会議録署名 

議    員 
８番 山 本 幹 雄  １０番 簱 根 正 一   

地方自治法第 

１２１条によ 

り説明のため 

出席した者の 

職・氏  名  

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

町  長 嘉 戸 隆 住民課長 高 橋 武 司 

副 町 長 岸 本 建 夫 健康福祉課長 旭 林 修 範 

教 育 長 田 邊 哲 也 産業振興課長 烏 田 正 輝 

総務課長 小 田 運 博 建設課長 添 谷 正 夫 

企画財政課長 井 上 陽 生 大和事務所長 大 畠 修 二 

定住推進課長 岡 先 宏 和 教育課長 漆 谷 千 鳥 

出納室長 木 川 士 朗   

職務により議会に出席 

した者の職・氏名  

議会事務局長 漆 谷 和 彦 

議会事務局員 大 畑 真 紀  

議 事 日 程 別紙のとおり 

会議に付した事件  別紙のとおり 

会 議 の 経 過  別紙のとおり 

 

 



-3- 

 

 

 

平成３０年美郷町議会第４回定例会議事日程 

             （第 ４ 号） 

 

平成３０年１２月１２日（水） 午前 ９ 時３０分 開会  

日程 事           件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 一般質問 

３ 委員会審査報告及び質疑 

4 

 

議案の討論、表決 
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【予算案】 

議案第８８号 平成３０年度美郷町一般会計補正予算（第６号） 

 
議案第８９号 平成３０年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 

議案第９０号 平成３０年度美郷町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 
 

議案第９１号 平成３０年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 
議案第９２号 平成３０年度美郷町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第３

号） 

 
議案第９３号 平成３０年度美郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

５ 委員会の継続審査調査付託 
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●西嶋議長 

 おはようございます。 

ただ今の出席議員は１１名であります。定足数を満たしております。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配布してあるとおりであります。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定により、８番・山本議員、１０番・簱根議員

を指名いたします。 

日程第２、一般質問を行います。通告７までの一般質問が終了しておりますので、本日は

通告８から通告１０までの一般質問を行います。 

最初に通告８、４番・原議員。 

●西嶋議長 

 ４番、原議員。 

●原議員 

 おはようございます。１２月定例会も最終日ということで、一般質問も２日目でございま

す。町長は慣れない状況で大変お疲れのこととは思いますが、執行部の皆さんも、もうしば

らくおつき合いをお願いをしたいと思います。それでは早速でございますけれども、私から

は、本日２つの通告をしております。初めに生活困窮者対策と進路保障についてであります。

このことにつきましては、平成２８年の６月議会、そこにおいて生活困窮者自立支援対策の

積極的な取り組み、これをお願いをしたところであります。その後どのような対策を講じら

れて、どのような成果があったのか、お聞きをいたします。また、生活困窮世帯と修学援助

等を受けられている世帯との相関関係をどのように認識をされておられますか。子どもた

ちの進路保障はどのように対策をされているのか、お伺いをいたします。次に、災害時にお

ける避難対策の見直しが必要ではないかということでございます。本年は全国各地におい

て多くの災害が発生し、島根県はもとより美郷町も例外ではございませんでした。とりわけ

７月の豪雨災害については、４７年災害を思いだしました。私も当時中学生でありましたが、

被災された皆さんや初めての体験で心細くなった子どもさん等、本当に恐怖を感じた方も

多くおられたというふうに思っております。さて、このような災害時において、町内各所に

指定避難所がございます。このたびの豪雨災害において、住民や自治会など独自の判断によ

って、避難所を変更されたところもあるというふうに聞いております。こういった経験によ

り、今後の災害対策の見直し、これはどのように考えておられるのかお聞きをいたします。 

●西嶋議長 

 嘉戸町長。 

●嘉戸町長 

 原議員の１つ目のご質問、生活困窮者対策と進路保障についてにお答えいたします。生活 
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困窮者対策といたしましては、美郷町社会福祉協議会への委託事業とし、美郷町保健福祉セ

ンター内にくらしの相談所みさとを平成２６年５月に開設しております。開所以来、生活困

窮者からの相談を受け付ける窓口の１つとして、今日まであらゆる相談に対応するととも

に、相談者に寄り添いながら自立に向けた支援を行っているところでございます。事業内容

といたしましては、必須事業として自立相談支援事業、任意事業として家計改善支援事業を

実施しております。相談実績としましては、平成２８年度の新規相談件数は１３件、支援計

画作成件数は３件、平成２９年度の新規相談件数は１５件、支援計画作成件数は９件となっ

ており、僅かながら相談件数等増加しております。また相談内容としましては、収入や生活

費仕事や就職、病気、家族関係など多岐にわたり、複合的な問題に対する長期的な支援が必

要なケースとなっております。これらのうち、就労開始等により、生活が自立につながった

事例は１件となっております。議員お尋ねの、その後の対策とその成果でございます。任意

事業の１つである就労準備支援事業の実施に向け検討したところでしたが、６５才未満と

いう対象者の年齢要件や、１５名の定員の要件を満たさず、就労準備支援事業としては実施

しておりません。ただし、就労意欲の喚起等は非常に重要なことから、自立相談支援事業の

一環として、支援取り組みをしております。また、生活困窮世帯と修学援助等世帯の相関関

係についてですが、生活困窮世帯とは、経済的に困窮している世帯であり、就学援助等世帯

は、経済的理由により修学が困難な世帯となっていますので、相関関係はあるものと認識し

ております。続きまして、進路保障に関してですが、町内の小中学校における就学援助の状

況は、平成３０年度で要保護、準要保護世帯として３１世帯５２人が受給中でございます。

そして県が事業実施主体となっております母子父子寡婦福祉資金貸付金制度の貸付状況で

ございますが、平成２８年度は、就学支度金申請が１件、平成３０年度は高等学校入学に伴

う修学資金申請が１件あったところでございます。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 ありがとうございました。そもそもですね、この生活困窮者という位置づけでございます

が、よく言われているのが、年収が２００万円以下であるとか、非課税で世帯であるとかと

いうふうに言われております。こういった中で町内の非課税世帯、これが主になると思うん

ですけれども、その非課税世帯というのはどのくらいの数おられてですね、それで、後でま

たお聞きする参考のためにですが、１８歳未満のその内で、非課税世帯の内で１８歳未満の

子どもさんのおられる家庭はどのぐらいあるか、教えていただけますでしょうか。 

●西嶋議長 

 健康福祉課長。 

●旭林健康福祉課長 

 ただいまの原議員お尋ねの件でございます。平成３０年度の町民税、県民税の課税状況に

よりますと、住民税非課税世帯は１０１０世帯となっております。ちなみに、直近のところ
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での美郷町の世帯数でございますが、２２２６世帯ございます。ですので、単純比較はでき

ませんが１０１０世帯で割り戻しをいたしますと、４５．４％が住民税非課税世帯という状

況でございます。また、もう１点お尋ねでございます１８歳未満の者のいる世帯数でござい

ますが、こちらも住民課税務係の方に確認をいたしましたところ、２４世帯いらっしゃる状

況でございます。以上です。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 非課税世帯が約半分４５．４％ということでございますけれども、大変多い数であるとい

うふうに思います。ただ、高齢者率が高いということでですね、高齢者の方も大変多くおら

れるということで、この率が出てきているんじゃないかなというふうに思っておるところ

でございますが、しかしながら、こういった方のうち、18 歳未満の子どもさんがおられる

世帯が２４世帯あるということでございます。ただですね、こういった非課税世帯とか先ほ

ど言いましたように年収２００万円以下、こういったものが基準となって、各制度に適用を

されて支援をされている家庭があるというふうに思うんですけれども、私はですね、ただそ

ういった基準だけではなくてですね、各々の家庭の状況というものは色々あって、例えば色

んなローンがあるであるとか、借金ですね、そういった状況もあろうし、子どもさんが大変

多いということもあろうし、それとか１人親というような条件もあろうし、そういったもの

を踏まえるとですね、ただ単にこういった所得の問題、非課税世帯、住民税の非課税世帯、

これだけでくくってですね、こういった色々制度、いい制度があるんですけども、その制度

に当てはめていく、こういったことがですね、それで正しいのかなという疑問もありますが、

その辺のお考えはいかがでしょうか。 

●西嶋議長 

 健康福祉課長。 

●旭林健康福祉課長 

 ただ今、原議員お尋ねの件でございますが、生活困窮者の定義づけといいますか、生活困

窮者という新たな言葉が、平成２７年４月１日の生活困窮者自立支援法において誕生して

きております。当初は、どういった世帯がこの困窮者世帯に当たるのかということで、様々

な角度からこの法の条文を読み取ってきたところです。ただ法施行後３年立ちまして、今年、

平成３０年１０月１日に、生活困窮者自立支援法が一部改正になってございます。その中で

１０月１日から施行されております、改正後の生活困窮者自立支援法第３条第１項におき

まして読み上げをさせていただきいただきたいと思いますが、生活困窮者とは就労の状況、

心身の状況、地域社会との関係性その他の事情により、現に経済的に困窮し、最低限度の生

活を維持することができなくなるおそれのある者というふうに文言が改正されたところで

ございます。まさに先ほど原議員ご指摘でございました、ローン等での負債、また、ひとり

親家庭さんの困窮、また特に８０５０問題という中での引きこもりに関する対策であった
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り、障害等の関係で、生活に不便を感じていらっしゃる、そういった就労の状況のみならず、

心身、そして地域社会との関係性等すべて複合的に、この関係するそういった困りごとを抱

えていらっしゃる世帯が、生活困窮者世帯というふうに認識をしておるところでございま

す。以上です。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 大変すばらしい改正であるというふうに私も思います。ただですね、そういうふうに法が

改正されていい方向に行ってもですね、これ、こういった方々を拾い出すっていう言い方悪

いかもしれないですけど、把握するためにはですね、やはり今やっておられる相談事業とい

うことになろうかというふうに思います。前回、質問をさしていただいた時にはですね、こ

ういった問題に対する庁舎連絡会であるとか、地域連携会議であるとかこういったものが

まだ残念ながら、２８年度はですね、まだ開催されてないというお話でしたが、こういった

会議それから相談所、こういったものはですね、今どういうふうな状況にあるか、お願いし

ます。 

●西嶋議長 

 健康福祉課長。 

●旭林健康福祉課長 

 まず先般、先般といいますか、平成２８年の６月定例会で、原議員お尋ねになられたそれ

以後の取り組みということになろうかと思います。まずお尋ねのございました庁舎内連絡

会でございます。この生活困窮者自立支援制度によりまして、美郷町では法施行の平成２７

年４月１日以前、前年度、平成２６年度から国のモデル事業の指定をいただきまして、取り

組みをさせていただいておったところでございます。その中で、やはり新たな制度、これか

ら取り組んでいくに当たって、担当課のみならず先ほど申し上げましたように、生活困窮世

帯というのは、複合的な課題を有していらっしゃる世帯、もしかしたら税金が納めたくても

今の収入状況で納期までに納付ができない。そういった税公共料金等の滞納であったりで

すとか、また様々な相談というのが役場各課窓口に寄せられておるところでございます。そ

ういった中で、やはりこの生活困窮者自立支援制度というものが創設をされたその背景な

り、その趣旨というものをまずは役場職員がきちんと理解をすることが必要であり、そのこ

とから必要な方に必要な支援が届く、行き届くと言うことであるというふうに考えており

ましたので、まず平成２６年度から庁舎内の理解をいただくための庁舎内連絡会を開催を

させていただいておりました。ただその後は法施行に伴いまして、社会福祉協議会への委託

事業ということもございます。そしてもう１点一番大きなハードルであったのは個人情報、

この取り扱いについて相談者の同意書が必要であったという点がございます。その同意書

が得られないといったケースもございましたので、すべてのケースにおいてすべてこの関

係課での情報の共有ができておったのかといいますと、決してそういう状況ではございま



-8- 

 

せんでした。という状況をかんがみまして、庁舎内連絡会につきましては、その同意書をい

ただいた個別のケースごとに、必要な関係課等々での連携をとらせていただいて、今日に至

っておるところでございます。また、もう１点の地域連絡会議の開催でございます。こちら

は椅子に座っておるだけではなくして、地域に出かけて、地域の実情それを的確に把握をし

てまいる必要がございます。そのためには地域の民生委員さん、その地区民協という会合が

月１回ペースで開催をされておるところでございます。その地区民協の方にお邪魔をさせ

ていただきまして、地域の実情の把握に努めてきておるところでございます。またもう１点

ばかりでございますが、平成２９年度からは委託事業者であります社会福祉協議会と福祉

事務所の方で、個別のケース毎でのケース会議という開催ではなくして、毎月１回は徹底的

に情報交換をしようということで、毎月１回の連絡会、こちらの方を開催をしてきておると

ころでございます。以上です。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 大変すばらしい取り組みをされとるというふうに思います。先ほどもあったようにです

ね、私も役場職員一人一人がですね、相談窓口になる、これが一番基本的な部分じゃないか

なというふうに思います。その上で、この制度によってですね、相談支援所、社協なら社協

の窓口があったりとかですね、するわけでございます。ただですね、２８年度も言いました

けども、隣保館というのはですね、あるわけですね。この隣保館というのは、福祉施設なん

ですよ。そこにもちゃんと、この隣保館という施設も相談を重点的におく施設でございまし

て、ここには全然そういった連携というものがない。独自でバラバラに相談を受けておると

いうような格好。ですから、こういったところは、やっぱりさっき言われた連携会議の中に

入れていただいてですね、一緒になって共通認識を持っていくということが大事じゃない

かなというふうに思いますけど、いかがでしょうか。 

●西嶋議長 

 健康福祉課長。 

●旭林健康福祉課長 

 先ほどの原議員のお尋ねの件でございます。隣保館組織、こちらも相談窓口、福祉の相談

窓口の１つでございます。その中で連会議への参画をというご意見といいますか、ご指摘で

ございます。まず一点ばかり先ほどの地区民協さんにお邪魔をしてという中で、例えば浜原

地域の地区民協にお邪魔をさせていただきます際には、民生委員さんのみならず、浜原地域

の連合自治会の事務局長さんですとか、またご都合がつくる際には、隣保館の館長さんにも

ご出席をいただく中で、情報の交換に努めさせていただいておったところでございます。た

だご指摘のように、その隣保館さんを交えながら、その庁舎内の連絡会議であったりですと

か、また、各種連携会議が十分に行えていたのかと言いますと、これは私どもの方でも反省

すべき点がございます。またそういった中で、先ほど１０月１日に法が改正をされておると
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いうふうに申し上げましたですが、その中で国といたしましても、やはりそういった各種関

係機関の連携というのが、まだまだこの困窮者対策で十分ではないという認識を示してお

ります。そういった中で、国が福祉事務所の方に求めておりますのが、関係機関間の情報共

有を行う会議体の設置をするようにというふうに、今回の改正法の中で示してあるところ

です。関係機関間の情報共有を行う会議体という組織、これを私ども美郷町に当てはめた際

には、まさに議員ご指摘のそれぞれの相談機関、また具体的にサービスを提供される事業所、

そういった各分野の関係者の方に集うていただく会議、支援会議に当たるものだというふ

うに認識をしております。今回、そのもう１点ばかり守秘義務というのが１つ高いハードル

になっておったということを申し上げたところなんですが、合わせて、この関係機関との情

報共有を適切に行うために、この守秘義務というものがきちんと明文化されたということ

でございます。ですので、すべての困窮世帯の方々に関わる情報をきちんと美郷町の社会資

源でもある関係機関の皆さん方と共有をさせていただきながら、しっかりと支援に繋げて

まいりたい、そのように考えておるところでございます。以上でございます。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 はい、ありがとうございます。そういった形でですね、ぜひとも色々窓口広くですね、開

いていただいて、対象のなる方々のお話をですね、聞くことを優先にやっていただきたいと

いうふうに思います。残念ながら、そういった先ほど言いましたように、色々な悩みがある

方はたくさんおられると思いますけども、数字だけでいいますとですね、先ほどご答弁いた

だいたように、平成２８年度では１３件、２９年度では１５件というような状況にとどまっ

ておるところであってですね、私はもっともっとたくさんの方が生活に困窮し、困ってる方

はおられるというふうに思います。ただ、生活困窮者だからといってですね、それを自分の

言い方悪いですので申し訳ないですけども、恥をですね、人に話すというのは大変勇気のい

ることだというふうに思います。ですから、それを受けあう方々もですね、それなりの信頼、

そういったものもないといけんというふうに思いますし、そういった支援、快適な共同体を

作るんであれば、そういった方々そろってですね、そういった研修も受けて、しっかりとそ

ういった方々に向かえ合えるような信頼性といいますか、形を作ってく、そういうことも大

事じゃないかなというふうに思いますので、そういった方々も集まってですね、お互いに研

鑽をしながら、また研修もしていかなくてはいけないんじゃないかなというふうに思いま

す。それでですね、先ほど必須事業それから任意事業という話がございました。必須事業に

ついては、先ほどからずっと出ております相談事業のことでございますけれども、この任意

事業、これでですね、色々と６５歳未満であるとかですね、というふうなこともあって就労

準備支援事業、こういったものができてないというふうなことも言われております。実際、

先ほど課長が言われるように仕事をしなくちゃですね、生活の安定はまずないと。収入がな

かったらですね、いうふうに思います。そのためにはこの任意事業という部分で、どういっ
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た事業があるのか、もう一度教えていただけませんでしょうか。 

●西嶋議長 

 健康福祉課長。 

●旭林健康福祉課長 

 議員お尋ねの任意事業の種類でございます。まず１点、私ども美郷町でも当初から取り組

みをさせていただいております。以前までは家計相談支援事業、今改正後は家計改善支援事

業をという名称変更になりましたが、家計改善支援事業、また就労準備支援事業そして就労

訓練事業そして一時生活支援事業、そして最後になりますですが、学習支援事業といったも

のが任意事業としてあるところでございます。以上です。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 色んなこういった制度に乗っかってやろうと思ったらですね、色んな制約もあって、なか

なかできない部分もあろうかというふうに思いますけれども、実際問題、その就労支援とい

う部分がですね、一番重要じゃないかというふうに思ってます。そのためにはやはり、訓練

事業も必要であろうというふうに思っとります。こういったことをですね、制度上ではなか

なか難しい部分もありましょうが、町独自でですね、こういった方になんとか仕事に就いて

もらえるような方策、こういったものもですね、考えていただきたいなというふうに思って

おりますので、またご検討をその辺はですね、していただきたいなというふうに思います。

昨日ですね、このプレミアム商品券の話も出てまして、これは福祉的なプレミアム商品券に

するというようなことがありましたが、今日の私の質問の中に想定にはなかったんですが、

昨日お聞きしたんで、これは大体概要的なものは決まっておるんでしょうか。 

●西嶋議長 

 産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 ご質問のプレミアム商品券ですけども、今、国の方で消費税導入に合わせたプレミアム商

品券ということで議論されているところでございまして、その行方については私ども、まだ

詳しい情報も入っておりませんし、どのようになるのかというのは決まっておりません。想

定されるところでは、生活支援的な商品券の発行ということを聞いております。それとは別

にですね、商品券、きのう議論いただきました商品券については、はこれまでプレミアム商

品券として美郷町が実施していたプレミアム商品券について検証を行いながら３１年度に

向けて事業を行うかどうか検討してるという状況でございまして、国のおっしゃられるプ

レミアム商品券とは違うというふうに理解しております。 

●西嶋議長 

 原議員。 
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●原議員 

 すみません。急に振りまして。もう時間も迫ってきておりますので、あれですけども、冒

頭にお話をさしていただきましたように、この生活困窮者の方の色々な修学援助等受けて

おられる世帯、この相関関係というものがですね、ございます。要保護、準要保護の世帯が

３１世帯ということでございます。１８歳未満のおられる非課税世帯が２４世帯というこ

となので、それを上回った世帯が、そういった制度に乗っかっておるということで、これは

考え方によっては広くそういった方のご支援をしているということで、大変いいことじゃ

ないかなというふうに思っております。そういったこともあるんですけども、最後に１つだ

けですね、公営塾に関して、ここに５つ星の町がありますけれども、新規で美郷子育て応援

支援というのがあってですね、この中に公営塾への低所得者通学費の助成というのがあり

ます。これの内容を若干教えていただきたいなというふうに思います。時間がないんで簡単

で、手短にお願いします。 

●西嶋議長 

 健康福祉課長。 

●旭林健康福祉課長 

 議員お尋ねの件でございます。公営塾への助成ということで、月額１０８０円程度の助成

をさせていただければというふうに考えておるところでございます。公営塾、夜間開催でご

ざいますので、どうしても世帯の状況によっては塾が終わられてからの帰る、ご自宅に帰ら

れる手段というものの心配がおありだということもございますので、住民税非課税世帯等

を中心とした形での助成制度といったものを考えておるところでございます。以上です。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 ありがとうございます。日頃から私、公営塾に行きたい子どもさんおられてもですね、家

庭の事情で送り迎えができんとかいうようなことがあって、行けない子どももおるんじゃ

ないかなということを考えておりました。こういった制度をですね、もっと情報を流してあ

げてですね、有効にそういったお子さんもですね、みんな平等に公営塾に行けるような形に

していただきたいなというふうに思います。こういった問題ですが、課長の答弁の中にもあ

りましたけれども、今、国の方では包括的支援体制の構築事業、こういったものを推進をさ

れております。まさに生活困窮者の相談窓口は社協であるとかですね、子ども、女性、高齢

者の相談はどこどこだというふうなことじゃなくてですね、多くの相談、町が一体的に受け

ようというような制度であるというふうに、私認識しておりますけども、こういったことを

ですね、導入している市町もあろうかと思いますけれども、補助率もですね、４分の３とい

いんですね。ですから、そういったのをですね、美郷町も導入していただいてですね、縦割

りなんかじゃなくてですね、本当に町民みんなで、町民みんなを守っていく、そういった町

になればいいかなというふうなことを申し上げて、この問題について、質問について終わら
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せていただきます。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 原議員２つ目のご質問、災害時における避難対策の見直しが必要ではないか、につきまし

てお答えします。本年７月の豪雨災害は、江の川の増水により昭和４７年水害以来の大きな

災害となり、本町においても避難指示を発令するなど、住民の皆さんへ避難の呼びかけをい

たしました。ご質問の避難所の状況については、地域防災計画において、指定避難所を１８

カ所、地域の避難所として６４カ所を指定しております。７月豪雨では２１カ所の避難所が

開設され、延べ６０１名の方が避難されましたが、このうち現場の皆さんが浸水の危険性を

判断されるなど、避難所を移動された避難所が５カ所ございました。こうした全町的な避難

は昭和４７年以降初めての経験であり、この経験をもとにしたハード、ソフト両面による見

直しが必要であると考えております。避難所の建設整備などハード面については、地理的条

件や予算面での検討が必要となり、すぐに対応できることも限られてまいりますが、一方で

自助共助の取り組みを促すなど、減災及び命を守る行動を前提としたソフト面での取り組

みを平時から進めたいと考えております。 

●西嶋議長 

 原議員。 

●原議員 

 ありがとうございました。私も豪雨災害の時には避難をさせていただきました。避難にあ

たってもですね、地元消防団の活躍というものがですね、本当に素晴らしいなというふうに

思いました。本当に一生懸命になって、一軒一軒声かけをしてですね、歩いておりました。

避難所にいきますとですね、また皆さんがまた協力し合いながら、本当に高齢者の方、体の

不自由な方は別室でちゃんと十分な手当てもしておりましたし、やはり、すばらしいなとい

うふうな感覚はもっております。ただですね、やはり避難所によってはですね、色んな先ほ

ど町長からも話がありましたけど、設備的にですね、環境的にも不十分なところがあろうか

と思います。そういった部分で、昨日も話がありましたけども、職員にそれにあたった職員

にアンケートをとったということもございましたけれども、そういったアンケートをです

ね、参考にされて避難所の環境整備というものをしっかりやっていただきたいなというふ

うに思います。それでですね、そういった災害の時には先ほど言いましたように当然避難を

しなきゃいけない。もっと大きくなればですね、例えば浜原ですと、ずっと旧国道を通って

防災公園までいかなくちゃいけないですよね。実はこの間、その防災公園線まで行く道がで

すね、災害のために通行止めになってました。そこを直していただきまして、綺麗に今なっ

ておりますけども、しかしながら、その横ら辺がまたばらばらばらばらまた石が落ちとるん

ですね。何年か前に、落石による死亡事故があったということで、県もですね、危険個所を

ずっと調査して歩いたと思います。その辺で、その避難経路という部分で、そういった危険
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箇所というのがどのような状況なのか、お分かりでしょうか。 

●西嶋議長 

 建設課長。 

●添谷建設課長 

 まず浜原から防災公園への道ということで、上川戸粕渕線という路線名になっておりま

す。こちらの方５月の災害で被災をしまして、一度、土砂撤去それから土嚢設置というよう

なところで、一度は開放はさせてはいただきました。ただその後も小さな落石等ございます。

バス路線ということでもありますので、通行の安全が確保できないということもありまし

て、再度通行止めという形を取らせていただきました。確かに期間といたしましては長い期

間というふうにはなっております。ただ５月の上旬の被災から、実際には５月の終わりには

設計委託というものを発注をさしていただいておりまして、７月の上旬にはもう査定とい

うようなところで、工程的にはかなり早めの取り組みをさせていただいて、９月末には工事

の発注をしております。実際１０月末の工期でございましたけども、早目に工事が終わりま

したので、１０月の２２日には開放をさせていただいております。長期間、そう言いながら

も長期間通行止めをさしていただいておりまして、皆様に、住民の皆さんに大変ご不便をお

かけいたしましたこと大変申しわけなく思っております。この路線、確かに防災公園の避難

路ということにはなっております。ただ防災公園のルートというものが他にないかといい

ますと、３７５号を通ってまた久保の方へ出たり、粕渕の方を回って役場の前から行ったり

ということもルートもございます。そういったこともございまして、そういったルートも使

いながらの避難路ということで住民の方にお願いをしたいというふうには思っております。

以上でございます。 

●西嶋議長 

 原議員、あと１分程度です。 

●原議員 

 ありがとうございました。そういった状況もありますんでね、しっかりそういった避難誘

導等対策を検討していただきたいなというふうに思います。最近はですね、本当に想定外と

いうことが、そういう言葉がですね、使われなくなったような状態でして、それに見合うよ

うなですね、対策というものが、それを上回る対策が必要じゃないかなというふうに思って

おりますので、時間も来ましたのでそういったことをお願いしてですね、質問を終わらせて

いただきたいと思います。どうもありがとうございました。 

●西嶋議長 

 原議員の質問が終わりました。 

通告９、２番・中原議員。 

●西嶋議長 

 ２番、中原議員。 

 中原議員１１時１２分程度までです。よろしくお願いします。 
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●中原議員 

 おはようございます。２番、共産党中原でございます。嘉戸町長に対しましては、初めて

の一般質問になります。どうかよろしくお願いいたします。まず、景山前町長が体調がすぐ

れないということで、任期途中で突然辞任されるという緊急事態の中で、３０年以上お務め

になった職を辞して、郷里である美郷町のために町長選挙に立候補し、町政に携わる決断を

された、このことに対しましてまずは敬意を申し上げたいと思います。さて、１１月１６日

に開催されました臨時議会での所信表明について、３点お伺いします。１つは、地域の暮ら

しや暮らしの実態、町政の課題について伺います。所信表明の中で町長は、私自身の目で見

て耳で聞いて確かめることが大切だと思い、できる限り町内各所に顔を出し、自ら町内に出

かけて実情把握を続けていきたいと意欲を示されました。美郷町では、町民の高齢化が進み、

特に独居高齢者世帯と高齢者のみの世帯は全世帯の約５割に達しております。またその内

で７５才の独居夫婦世帯は３割、高齢化の状況は厳しさを増しております。そのために耕作

できなくなった田畑も耕地面積の約３分の１に上る、こういう状況でありますし、農業や林

業商工業の後継者がいない、これも深刻であります。また、地域活動を担ってこられた担い

手の方々もですね、次第に高齢化が進み、地域での活動もなかなか困難を増しております。

これらのことは町民の皆さんの心配事でもありますし、新しい町長がどのようにしてくだ

さるのか、ここへの期待も大きいものと思っております。視察を通してこれらの実態や課題

についてどのようにご認識されたのか伺います。２つ目です。町民の町政への参加の問題で

す。所信表明で活気あふれる明るい町を目指すとして、町民一人ひとりが自ら考え、協力し

合い取り組んで初めて実現する。主役は町民の皆様です。こう述べられました。そのために

今までに増して幅広く町民の声を集め、コミュニケーションをとって、様々な課題に一緒に

なって真摯に向き合う必要がありますと強調されました。また、私自身先頭に立つのはもち

ろんですが、職員一人一人がお聞きした声を定期的に私に報告する仕組みづくりを早速行

いましたと具体化されてることも伺いました。これらのことは地方自治にとっても極めて

大切なことと思いますので、これらのことに関連しまして３点伺います。１つは職員が聴取

した町民の声を町長に届ける仕組みを早速行ったと述べられておるのですが、その仕組み

とはどのようなものですか。２つ目に町民の要望や意見を聴くに対する町当や町当局の回

答、対応を町民に返していく、このことも非常に大事だと思っておりますが、その仕組みは

どのようなものなのでしょうか。３点目になりますが、全体として政策の形成過程から情報

公開、町民の要求や声、これを聴取を徹底して、町民の参加で清潔公正な調整を目指すこと、

これが大切と思いますが、所信を伺います。３つめになりますが、町政運営のパートナーで

ある職員に対するメッセージについて２点伺います。所信表明で、３点を強調されました。

１つは役場は住民総合サービス会社であるという意識を持つこと。２つ目はビジネス感覚

の意識を持つこと。３つ目は改革マインドの意識を持つこと。この３つであります。所信表

明の約３分の１のボリューム割いて職員へのメッセージを述べられたわけです。そこで職
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員に対するメッセージに関連して２点ほど伺います。１つは、役場職員との一方的でない民

主的な関係構築について、どのようにお考えでしょうか。民主的関係構築と言いましたが、

言ってみれば風通しのいい、上からだけではなく下からも意見が上げやすい、こういう職場

づくりについての考えをお伺いしたいと思います。２つ目に職員の皆さんは色んな方がお

られるとは思いますが、総体として町民に喜んでもらえる仕事がしたい、このように考えて

おられると思います。またスキルアップもしたい、これも職員の皆さんの強い要求だと思い

ますが、こうしたことに対してどのようにお考えなっているのでしょうか伺います。一般質

問の２項目目ですが、景山前町長が議会の場で表明された政策課題に対する見解対応につ

いて伺います。前の町長が述べられた答弁についてですね、ご意見を伺うのはある意味失礼

なことかとも思いますが、本会議での一般質問に答えて回答をされた。これは文書でも配付

されておりますし、執行部内での決済も経たものと思われますので、議会答弁という重みも

ある、このように受けとめておりますので、あえてお尋ねしたいと思います。１つは基金の

問題についてです。前町長は９月の決算議会において、私の一般質問に対し基金は町民のも

のであり、有効に活用すべきと考えている。その最たるものは地域振興基金であり、幅広く

活用は可能だと。中原議員から提起もあった林業従事者の労働条件改善や、観光施策の拡充

と体制強化にも活用可能だと、このように回答をいただきました。この前町長答弁の趣旨を

受けとめて、具体化に向けて検討を継続するということでよろしいのでしょうか。特に林業

従事者の労働条件改善につきましては、先のバイオマスガス発電の断念の最大の要因とも

なっておりまして、町の森林整備計画でも重要性や方策について強調されていることや、現

在、美郷町の山の置かれてる管理状況から見ましても、放置できない課題と思われますので、

ご見解をお伺いしたいと思います。２つ目の問題は大和荘建て替え後の運営についてであ

ります。前町長は６月議会におきまして、町民の保養や健康増進等の福祉の向上と地域の活

性化に資することを目的とし、地方創生における地域活性化の拠点施設の役割を担う、地域

の魅力を最大限に活かし、発展に資する施設を考えておりますと回答されました。この答弁

に対するご見解もお伺いしたいと思います。なお潮温泉大和荘は１年４カ月後に新装オー

プンを予定しております。近隣といいましても、隣という意味ではありませんが、県内の自

治体で管理運営してきた宿泊、レジャー施設が相次いで経営不振に陥り、民間への譲渡など

の情報も伝えられている。このことにも留意して、今後の運営、営業方針について、町民の

意見、要望を取り入れて検討することを６月、９月の議会で私も質問で強調いたしましたが、

改めて強く要望いたします。以上でございます。よろしくお願いします。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 中原議員の私の所信表明に係るご質問につきましてお答えします。１点目の町の地域や

暮らしの実態、町政の課題について申し上げます。町長に就任いたしまして、各方面のあい

さつ回りに加え、就任時期が出張の多い時期と重なり過密スケジュールにはなりましたが、
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そのスケジュールの間をぬって、地域を回り、実情把握に努めてまいりました。中原議員の

ご質問にもあります耕作放棄地、高齢化あるいは営農、地域づくり、後継者問題、商業交通

などの状況や取り組みを実際に見てお聞きしてきたところでございます。課題につきまし

ては、地域を回る前からある程度想定をしておりましたが、現場で目の当たりにし、予想ど

おりの厳しい状況であると認識を新たにいたしました。一方、地域、住民の皆さんが主体的

に地域を守り、元気を出すために取り組んでおられる姿も合わせて拝見し、美郷町には誇る

べきものがあることも認識したところでございます。例えば、比之宮の地域が団結して農地

を守る取り組み、吾郷地域のやまくじらを生かした地域づくり、沢谷地域の特産品、都市交

流など元気を出す地域づくり、別府の地域交通などの取り組みです。先日の臨時議会で述べ

ました所信表明では、２つの目指す町のあり方とその実現に当たって幾つかの課題もお示

ししたところでございます。美郷町には課題もちろんございますが、課題ばかりではなく希

望もあるものだと思います。これからも私自身の目で見て、耳で聞く実情把握を続け、現状

をしっかり把握して知恵を絞って、課題の解決に取り組んでまいりたいと考えております。

２点目の町民の町政への参加についてでございます。声を届ける仕組みには大きく、それぞ

れの課で業務を通じて把握する声と、この業務の中では拾いづらい、様々な声、こちらにつ

きましては、地域担当制を通じて把握するという２つの仕組みが系統としてはあるのでは

ないかと思います。町長就任後には、課の業務を通じて把握する声に加えまして、後者の系

統としまして、庁内のイントラネットを使って組織全体で共有でできるようなそういうふ

うな仕組みを構築いたしました。また、管理職ミーティングというのが、今までは月に１回

行われておりましたが、これを週１回集まってもらい、こうした集めた声をもとに部署の垣

根を超えて皆で話し合う解決策などを考えるということも始めております。こうした取り

組みのねらいは、より密に住民の皆様とのコミュニケーションをとっていくことと、組織の

縦割りに横糸を通し、住民の声や課題に組織全体で向き合っていくことでございます。住民

の声に対しましては、個別でお返事する場合や、現場で対応する場合、または業務の改善や

新たな事業の検討につなげるなど、様々な形でお返ししていくことになるというふうに考

えております。まだまだ十分ではないでしょうが、議員おっしゃるように住民の声を聞き、

真摯に向き合って、町行政に反映していく住民参加のまちづくりを進めていきたいと考え

ております。３点目の町政運営のパートナーである職員に対するメッセージについて申し

上げます。１つ目の職員との民主的な関係についてです。就任式では、中原議員のご質問に

あるように、３つの意識を持って仕事を進めてほしいということを職員に伝えました。合わ

せまして、職員の皆さんに教えてもらい、支えてもらいながらでないと私の職務を全うでき

ない。そして一緒に仕事をしていくことを楽しみにしているということも合わせてお話を

さしていただいております。共に仕事や課題解決にあたり、いい職場、いい役場にしていき

たいと考えております。私は仕事を進めるに当たり、特にコミュニケーションをとることを

重視しております。先ほどお話しましたとおり、課長ミーティングを毎週実施することにい

たしまして、管理職のみんなで情報を共有し課題の相談などをしております。また、現在、
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全職員と階層別に意見交換会を順次行っておりまして、ざっくばらんな話をしながらもコ

ミュニケーションを深めているところでございます。もちろん、組織としての指揮命令系統

はございますが、私の考えを一方的に伝えるだけではなく、職員の話も聞きたいと考えてお

りまして、今後もしっかりコミュニケーションをとって、よりよい仕事が進められるよう実

施していきたいと考えております。２つ目の研修制度についてでございます。現在、研修計

画としましては、階層ごとの基本的な知識、技能習得を目的とした階層別研修のほか、選択

研修、行政課題や実務研修そして中期の派遣、資格取得の研修を行っております。職員の育

成、スキルアップは仕事での成果や効率化につながり、ひいては住民のためになるものであ

り、職員の意欲、向上心に応える研修などには力を入れてまいりたいと思います。また、私

のこれまでの民間企業での管理職の経験上、私のポリシーの１つとしまして特に若い職員

につきまして、知的好奇心を醸成することが大事だと考えてやってまいりましたので、こう

いったような場面、取り組みも用意していきたいと考えております。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 ２番です。今、町長から大変丁寧なご回答をいただいたと思っておりますし、現時点で、

私は今述べられたことについては、概ね賛成できるものというふうに考えております。また

就任 1 カ月ちょっと経ったばかりでありますし、今、こういうことを生かして予算編成作

業に向けてですね、作業を進められてるというふうに思いますし、今お述べになったような

ことが予算編成方針などでですね、具体化されることを特に願っておきたいと思います。そ

こで、その上に立ってでありますが、地域の実情と課題についても予想も持ちながらですね、

地域を回り、実態でそのことを確認していかれた状況がよく伝わってまいりました。ここで

私が述べました町の高齢化の状況というのは極めて深刻で、しかも年々深刻さを増してい

るというふうに考えております。したがって、長期的にもちろん手を打たなければいけない

こともあると思いますが、短期にですね、来年、再来年ということで手を打っていかないと

間に合わないという状況もあると思っております。これは 3 月、今の予算編成の中でです

ね、取り組まれることだと考えておりますので、また改めて議論をする場を設けさせていた

だきたいと思っておりますが、特に今こうした町民が暮らしに直面しておりますですね、困

難、社会福祉医制度が次々と国の施策によって、この水準が引き下げられていく、あるいは

農地や山林についてもですね、色んな手は打たれているものの、しかし、この農業全体とし

てですね、こういう状況に追い込んできた政治の仕組みというのは否めないと思っており

ます。こういう状況の時にありますから、町が私がこれまでも言ってきましてように、防波

堤となって町民の暮らしや地域を守っていかなきゃあいけない、こういう局面は随所に出

てくるというふうに思いますけれども、しかし、国の肩がわりをするのが自治体の仕事でも

ないと思っております。従って国や県に対して物も言いながら町民の困難や悩み解決のた

めに力を尽くす上で極めて大事なことだというふうに思っておりますので、ぜひよろしく
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お願いします。職員の問題について１点お聞きしたいと思います。町長が以前お勤めであり

ました会社のですね、支店長として静岡支店に支店長として転任された折にですね、地元の

多分これはタウン誌ではないかと思いますが、それに答えてコメントを述べておられます。

人材を大切にする社風だからこそ、時代の流れを読む商品やサービスを開拓することがで

きたと。こういう趣旨の発言、コメントをされているように伺っておりますが、こうしたこ

とが今回の職員へのメッセージに込められた背景にあるというふうに考えてよろしいので

しょうか。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 たくさんのコメントありがとうございます。大変ためになります。今ご質問いただきまし

たのが、私が前努めておりました会社の静岡支店長を３年間やっておりましたので、ご指摘

のように、地元のタウン誌のインタビュー記事がございまして、こちらに様々なことをお答

えさしていただきまして、これが発刊発行されまして、インターネット等々でも確認できま

すので、それをご覧になったのではないかというふうに思います。確かに細かいところまで

どういうふうにお答えしたか、１０年ぐらい前の話ですので招致はしておりませんが、私自

身の考えとしましては、人材を大切にするというところは一貫して持っておりますので、そ

ういうふうなコメントは確かにしておるんだと思います。特に私が勤めておりました会社

は金融機関でございますので、工場とかがあって、本当に手で触って目で見えるようなもの

を作っているものではございません。やはり目で見えないもの、ここで価値を生み出すとい

うことになりますと、やはり人が一番重要でございます。これはもう知識を習得し、知恵を

出し工夫をして、目に見えないものなんですけども価値あるものを出していくと。そういう

意味では民間の金融機関とは組織が違いますけども、役場の職員の仕事というものもかな

り共通する部分があるのではないかなと思いますので、私の経験を活かしまして、今後も職

員とのコミュニケーションを深めながら、仕事を進めてまいりたいというふうに思います。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 ちょっと前後いたしますけど、２番目に伺った住民の町政への参加の問題ですが、今まで

も町の皆さんのですね、意見などをお伺いしますと、話は聞いてもらえるけど返ってこない

ことが多いと、そしてそのまま放置されることも多いと、こういう声も 1 人 2 人ではなく

て、色んな方から伺っております。もちろん町の仕事の中でですね、皆さんから要望を受け

て解決できるもの、解決できないもの、長期に時間がかかるもの、色々あろうかと思います

が、そういうことを丁寧に返していく仕組みが必要だというふうに考えておりますが、この

点についてもう一度お考えをお尋ねしたいと思います。 

●西嶋議長 
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 町長。 

●嘉戸町長 

 今の議員のご指摘でございますが、私も大変もっともなことだと思います。お話を聞くの

はいいんですけど、まったく返ってこないと、単に話を聞いてもらう以上にですね、受け取

る側の方というのは失望感を抱かれるんではないかというふうに思います。まだまだ十分

なところまではいってないと思っておりますので、しっかりお話を受けとめて、それをしっ

かりお返しできるような形で今後とも進めてまいりたいと思いますので、またご支援のほ

どよろしくお願いいたします。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 ２番です。それと町民参加の町政の問題で３点目に伺った点でありますが、町政全体をで

すね、開かれたものにしていくと、そして重要な課題などにつきましては、町民の皆さんの

意見や要望をきちっと聞く、そういう場を設ける。そして決まったことも、きちっと地域に

返してていく、町民の皆さんに返していく。そういうことで、町役場町長と町民の皆さんが

一体感を持って地域づくりを進めていく、町政を進めていくと。こういうことが非常に大事

になってると思います。特に今は自治体をめぐる状況も厳しくですね、予算もふんだんにあ

るわけではありません。そういう点では工夫も必要であります。ぜひそういう点で、この町

民の皆さんと一緒に町政をつくっていくと、このことについて、もう一度お聞かせ願いたい

と思います。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 ご質問ありがとうございます。仰せのとおりですね、先ほども申し上げされましたが、私

のポリシーとしましては、町の私が目指すあり方は、やはり住民の方が主役であり、それを

いかに町として支援できるか、行政が支援できるかということでございますので、まず出発

点は町民、住民の皆さんというふうに考えております。ですので、できる限り町政につきま

しては、もう開かれたものにしていきたいという方向性は、もう全く同感でございます。方

法論につきましてですね、どういうふうな形でやるのがいいのか、あるいは今やってること

で十分かどうか、もっともっと実のあるものにするにはどうした工夫が必要かというよう

なところをですね、日々職員と一緒に考えながら今後も進めてまいりたいというふうに思

います。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 職員に対するメッセージについてもう１点でありますが、私先ほど申しましたように、も
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ちろん、職員の皆さん個々に違いがあろうかと思いますが、全体としてやっぱり町民の皆さ

んに喜んでもらえるような仕事がしたい、いい仕事がしたい、こういう気持ちはですね、私

は自治体に働く職員の性みたいなもんだと思っておりますが、そういうことが根底にある

と思います。ですから、そこを本当に活かしていくことが大事でありますし、それからスキ

ルアップの問題もですね、そういうところから出てる思います。もうちょっと役に立ちたい

と。うまく町民の皆さんに説明できなかったり、答えられなかったりした時はですね、特に

そういう気持ちが強くなるんだというふうに思います。私感じていることは、役場という小

さい職場だということもあるんですけども、専門職の方が余りいらっしゃらないと。看護師

さんなんかは専門職員になるんだと思いますが、専門職員がおられない中で、土木だとか農

業だとか福祉だとか、色んなですね、専門的な知識やなんかを要する仕事がたくさんあると。

それはなかなかストレスの溜まることだと思っています。従ってそういうスキルアップの

要望などもですね、非常に強いのではないかと思いまして、先ほどご答弁の中で幾つかの研

修の制度やあり方なども出されておりますが、それが形だけにならないようにですね、やっ

ぱり職員の皆さんのそういう気持ちに応えるものをですね、お願いしたいと思いますし、そ

のことをですね、もう一度強調さしていただきたいと思います。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 ありがとうございます。私も初めて行政という立場に入りまして、役場職員という公務員

の方と一緒に働かせていただく機会を得ることになりました。議員ご指摘のようにですね、

役場職員、公務員のミッション、使命は何かというと、やはり住民の皆さん役場職員でいえ

ば住民の皆さんに喜んでもらえる仕事をやりたいというのが、やはり公務員になった１番

の思いだったんだろうなというふうに思います。それと今の立場で役場に入りましてです

ね、色んな職員と話す中で、非常にこうまじめに実直に仕事をやってるなという仕事ぶりを

感じております。ですので議員おっしゃるように、もともと持ってる、そういう役に立ちた

いという気持ちを大切にしながら、このまじめに努力する部分をですね、スキルアップに結

びつけるというふうに私もサポートしてまいりたいと思います。専門職につきましてはで

すね、ご指摘のように専門職が少ないというのは課題としてはあると思います。ただ美郷町

の今の現状を考えますと、どうしてもこの限られた役職員の中で頑張ってやっていく中で、

なかなかこう専門職に人を十分さけてないというところは、これジレンマは正直ございま

す。ここはですね、もちろん、色んなスキルアップを図る知識の吸収を図るという場は、で

きるだけ提供したいと思いますし、それだけでなかなか専門職をたくさんつくるというわ

けにもいきませんもんですから、これは県ですとか、ほかの関連機関ともですね、サポート

を養成しながら、総合的に住民の皆様へのサービスが劣化しないように頑張って取り組ん

でまいりたいというふうに思います。 

●中原議員 
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 １問目終わります。 

●西嶋議長 

 町長、２問目の答弁お願いします。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 中原議員２つ目のご質問、前町長が議会の場で表明された政策的課題に対する見解、対応

についてのご質問にお答えします。１点目の特定目的基金の１つである地域振興基金の幅

広い活用について、先の９月議会において景山前町長が答弁された内容につきまして議事

録を拝見いたしました。地域振興基金につきましては、町民の連帯強化と地域振興に資する

事業を実施することを目的として、合併特例債を活用して残高を増やした経緯につきまし

て確認をいたしております。また、いわゆるハード事業には使えないものの、活用できる対

象は幅広く、その中には議員ご指摘の林業従事者の労働条件の改善等の公的支援や、観光施

策の拡充と体制強化も含まれていると考えます。前町長答弁の趣旨を受けとめ、検討を継続

するということでよろしいかとのお尋ねでございますが、過去の議会答弁を踏まえまして

継続検討をさせていただきます。なお、個々の具体的な検討につきましては、例えば森林環

境税や地方創生交付金など、他に活用できる財源もございますので、基本的にはそういった

財源を優先的に検討さしていただき、単なる一般財源の振替ではない形での検討を考えて

いきたいと思います。いずれにしましても特定目的基金の有効活用につきましては、全庁を

あげてしっかり協議した上で予算に反映させてまいります。２点目の大和荘の建て替え後

の運営についてのご質問にお答えします。大和荘の建て替えにつきましては、これまで時間

をかけて議会でもしっかり議論が積み重ねられてまいりました。その結果として、建て替え

の方向性が定まり、予算化がなされておりますので、まずはその過程、そのことを尊重した

いと考えます。しかしながら議員ご指摘のとおり、江津市の風の国、浜田市のふるさと体験

村など近隣自治体におきまして、自治体が保有・管理・運営してきました宿泊レジャー施設

が経営不振に陥り、民間譲渡などが検討される事態に陥っております。大和荘は町民の健康

増進という重要な目的を持った施設であります。しかし、だからといってずさんな経営が行

われて、大幅な赤字を出し続けてもよいということでは決してありません。そうした脇の甘

い考えで進めていくと、経営不振に陥った近隣施設の二の舞となり、そのとき高いツケを払

わされるのは結局町民ということになりかねません。町民の健康増進を図りながら、同時に

健全な経営を行っていかなければならないと思っております。１０億円を超える建設費用

を投じ、年間１億円以上の運営費用が見込まれる事業です。町民の利用だけではとても採算

に合いません。健全経営を行っていくためには、町外の収益性の見込める利用者にねらいを

定めて呼び込み、かつ効率的な運営を行っていく体制を固める必要があります。どんな嗜好

や行動パターンを持ったどこにいる人たちを主要顧客として想定し、どうやってその層を

呼び込み、どうお金を落としてもらうか、また、どのようにその顧客に満足をしていただき



-22- 

 

ながらも、どう経費を抑え効率的に運営していくかといった基本的な事業の骨格が重要だ

と考えます。担当課には、こうしたマーケティングプランの策定と指定業者選定プロセスの

検討を指示しております。いましばらくお時間をいただければと思います。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 前町長がですね、議会で述べられたことにも係わらず、丁寧なご回答いただきましてあり

がとうございます。１点目の問題ですけども、私注目して、この前町長の回答を注目してお

りますのは、わざわざですね、林業従事者の労働条件改善の問題と観光施策の拡充と体制強

化と、この点については具体的な事例をあげてですね、回答をされました。このことについ

ては相当論議をして、ご回答をいただいたのかなという印象を持っているわけですが、特に

林業労働者の労働条件問題につきましては、この４月以降、林業振興協議会ですかね、ちょ

っと名前が覚えられないんですが、設置をされて、民間の事業者も含めてですね、検討がさ

れてきているように感じておりますが、林業事業者の労働条件改善の問題でですね、町とし

て何ができるのかと。どういう方法でできるかというようなところも、今、予算編成の最中

だと思いますので、ご検討いただいているものとは思いますが、そういう点につきまして、

お考えなり経過なりございましたら、お答えいただければと思います。 

●西嶋議長 

 産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 議員ご質問の林業従事者についての今の状況ということでございます。ご存じのとおり、

林業振興会議という形で昨年から回数を重ねました。その回数を重ねた中で最終的に林業

振興協議会、これを３つの林業事業体、それと町と役員構成をしまして林業振興協議会とい

うものを、１０月に設立をさしていただきました。その前には森林組合等との連携協定、そ

して林業事業体と森林組合のパートナー協定というようなことで林業を取り巻く環境整備

にこれは組織としての林業振興を同じ足並みをそろえてやっていこうよという基盤を揃え

てきたところでございます。その中で、やはり林業従事者の確保に向けてどのような施策が

必要なのかということを、その会議の中で考えていこうということです。役場が一方的なこ

ういう施策でいきましょうという話ではなくて、林業経営の現場からですね、どのような施

策が必要かということをくみ上げて行って、それで新たに始まる森林環境税これをどのよ

うに活用していくのかということを役場目線にだけではなくって、林業経営体の目線も交

えて効果的な施策を打っていこうというところで、今始まったところだというふうに思っ

ております。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 
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 この林業労働者の雇用確保問題と、それから労働条件改善問題は、この美郷町森林整備計

画書というものにですね、項目を起こして書いてあります。林業労働者の林業労働者とは書

いてなかったですね。ごめんなさい。林業に従事するものの養成及び確保に関する事項とい

うのがありまして、詳細な方針と計画が書かれております。これに沿って検討もされてるん

だろうというふうに思いますが、林業労働者に対する賃金の改善ですね、このことは特に育

てる側に回っている労働者ですね、伐採する方じゃなくて、育てる労働者、まあ草刈りをし

たりですね、苗木を植えたり、枝を落としたりですね、こういう作業をする方々、労働条件

もなかなか過酷ですし、なかなかこの分野にですね、人が集まらないのではないかというふ

うに思っておりますが、色々検討されておりまして、例えば先日来も出ております若者定住

住宅ですね、これとの関連だとか、色んなことも検討されてると思うんですけども、林業労

働者の労働条件が直接こう改善されるという方策として、町がどういう支援をすればです

ね、そこにつながるのか、例えば今社会保障ですね、あっ共済だ。共済に対する支援をして

おられますが、これは企業体、森林組合、こういうところに行くもので、間接的には林業で

働く人たちの利益には繋がってるんですけども、そこに働いてる人たちに直接、直接的と言

いますかね、実感できる、確かに自分たちの労働条件が改善されたということが実感できる

ような方策を考えていかなきゃいけないと思ってるんですけども、その点について何かお

考えがありますでしょうか。 

●西嶋議長 

 産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

 議員のご指摘のとおり、今林業労働者の方、緑の担い手という形で、社会保険部分の助成

を行っております。その具体的な施策、色々県の方にもありますし、例えば林業現場の方は

林業の道具ですね、チェンソーとか色んな草刈り機にしても、全部自分で揃えなくてはなら

ないというようなこともありまして、それは林業形態によっても方策は違ってきます。そう

いうものにも国の助成というようなものがありまして、それを活用されていっているとい

うところはございます。そういう物理的な助成というものは、既存の制度の中でもやってこ

られているところでございまして、やっぱり根本的にやはり賃金が高くないというところ

が林業経営体の中からも話が出ております。そういうことでどこの部分がどういうふうに

テコ入れをしていっていいのかというのは、今、模索状態かなというふうに思っておりまし

て、そこを林業振興協議会こういう場の中で、本当に必要な施策というものを探っていこう

という状態ではなかろうかなと思っておりまして、賃金を助成するとかそういう極端な話

はないにしてもですね、どういうものにしたらいいかと。ひとつ来年の予算に反映させてい

きいただきたいのは、林業の林業事業従事者の皆さんを集めてですね、先進地を一緒に視察

しようと。これは他の地域を見てですね、自分たちの業務を改善していったり、あるいは誇

りを持ったりとかそういうことにつなげていければなというふうに思ってます。大変小さ

いことなんですけども、林業をやることが誇りのある事業なんだという自覚を持ってやろ
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うよというところだと思います。そして林業経営体の皆さんの法人ごとに違うんじゃなく

て、一緒にやろうということで情報交換とかですね、コミュニケーションを図るとか、そう

いうものも醸成していこうかなというところ、まず来年やっていきたいなと思ってます。そ

ういうことで地域にとって、林業をこの美郷町にとって林業の振興というのが、町の振興に

つながっていくというところを誇りを持っていただくというところが、まず大切なんじゃ

ないかなというふうに思っております。まずそういう意味で、来年度環境税も使ったそうい

う事業をやっていきたいと、具体的な例えば道路をつくるとかですね、機械を購入するとか、

それは既存の事業の中でやっていけるものでございますので、とにかく美郷町にとって林

業振興が非常に要なんだよという、そういう誇りの持てるマインドを作っていこうという

ところが、１つ新たな取り組みとしてやっていくところでございます。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 具体的な検討が進んでる状況がちょっと伺えまして安心もしましたし、ぜひ継続したご

検討をお願いしたいと思います。私聞きますと、これは邑智郡レベルだったのか、この邑智

町レベルだったのか分かりませんが、且つては山で働くの作業員の方がですね、戦後すぐの

時ですから、２００人ぐらいおられたというふうにも聞いております。またドイツ、これは

私は行ったことはないんですが、ドイツでは、自動車産業で働く労働者の２倍ぐらいですね、

林業で働く労働者がいるというふうにも聞いております。そういう点では、働く舞台はいっ

ぱいあるわけですから、美郷町の場合はですね、働く山はいっぱいありますから、ここで働

いて生活が成り立つ、子どもも教育できる、こういう林業で生活が成り立つようなですね、

そういう状況を作っていくことが非常に大事で、なかなか町の施策だけで足りるとはいう

ふうに思っておりませんし、国の施策でですね、こうなっている部分があるわけですから、

そこの改善も必要ですが、ぜひ町としてできることにはですね、最大限のご努力をお願いし

ておきたいと思います。次に観光のですね、体制それから観光施策、ここは町長の所信表明

でもですね、こういった観光に対する力点の置き方は伝わってくるわけですが、現在、定住

推進課でこれを所管されてるわけですけども、この林業施策の強化、体制の強化この問題に

ついて、何かご見解がありましたらお聞きたいと思います。 

●西嶋議長 

 定住推進課長。 

●岡先定住推進課長 

 観光の施策の見解でございますが、やはり美郷町、有名な観光地といいますか、そういっ

た景勝地といいますか、そういうものが少ない中で、どのようにして観光地づくりというこ

とをしていくかという事が重要だと思っておりまして、観光につきましては、観光面でまず

は町をＰＲして、それでもって来ていただく、知って来ていただく、それは重要だと思って

ます。それがひいては最終的には観光産業につながる。それで、地域の美郷町地域の経済に
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もつながっていくというふうなことが重要であるいうことは思っております。そういった

意味で今後ですね、ロードマップ、いつの時点で何をやるか、そういった目標を持ってやる

ということが必要ではないかというふうに思っております。 

●西嶋議長 

 中原議員。 

●中原議員 

 美郷町は観光資源にある意味では乏しいのかも分かりませんが、しかし銀山街道とかそ

れからみちくさ日和で掘り起こした資源ですとか、あるいは視察ビジネスって、昨日出まし

たけども山くじらでですね、これで人を集めると、こういうことなど、この間で色んな努力

の成功を切り開いてきた財産っていうのはあると思いますので、これを本当に有効に生か

していく、観光施策、それを推進していく体制、ここをですね、ぜひ改めて要望しておきた

いと思います。最後になりますが、大和荘の問題であります。これにつきましても先ほど大

変丁寧な回答をいただきましたが、やはりですね、基本設計それから実施設計の段階で、例

えば自慢であるお風呂がですね、一番後ろにあって、一番景色のいい１等の場所が厨房にな

ってるとかですね、そういう私なりの意見を持ってるところはあるんですが、そこをはなか

なか動かせないのかも分かりません。しかし、これから後１年４カ月後にオープンするわけ

ですから、これを本当にですね、いいものにしていくということからすれば、どういう運営

をしていくのかですね、どう町民にとって魅力のあるものにするのか、どう外のお客さんに

来てもらうものにするのか、こういう点について、知恵も絞る必要があるというふうに思っ

ております。それで、美郷町のこれからの運営・管理ですね、これを強化していく上で、町

民の皆さんとの検討の場を設けるというようなことを検討をいただいているのかどうかで

すね、そのことを伺いたいと思います。それで、やはり今までもパブリックコメントのよう

なですね、ことで町民の皆さんの意見を聞くというふうな措置もとられたことがあるわけ

ですが、なかなかこれはね、馴染まないということもありますから、もっと直接ですね、町

民の皆さんに集まってもらって説明をして、ご意見を伺うという場をですね、積極的に設け

てやるべきだと。これは絶対ですね、先ほど言われましたように、１０億もかけて造るわけ

ですから、これが負の遺産になるようなことがあってはならないというふうに思っており

ますので、この点についてもしご見解がありましたら、お聞かせ願いたいと思います。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 ご指摘ありがとうございます。大和荘の問題につきましては先ほど申し上げさしていた

だきましたが、今、一番重要な課題はですね、赤字体質にならないようにどうするかという

ところが一番重要だと思ってます。そのためには、もちろん町民の皆様の利用、満足度向上

というところも重要なんですが、やはり町外からどのようにしてお客さんを呼び込んでく

るかという観点でございます。町民の皆様の声をお聞きするのは大事なことなんですけど
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も、ここは町外から呼び込んでくるためには、それ相応のマーケティングのプロ、あるいは

そういった分析こそが必要ではないかということで、現在最優先で手をつけてますのは、ま

ずこういう観光客をですね、町外からどうやって呼び込むのか、どういうのがターゲットな

のか、どういう人たちがどれぐらいの数いて、例えば客単価がどれくらいあって、これが収

益性をほんとに満たすものなのかというところのビジネスプランがですね、私自身詳細に

これまでの書類とか議論の議事録も見ましたけども、私自身の中ではまだ消化不良でござ

います。ですので外部のコンサルティング会社に頼みまして、数カ月、おそらく３カ月程度

だと思いますけども、そういう需要調査、市場調査のところをしっかりやってくれというこ

とで指示を出したところでございます。まずはそこを固めてですね、それである程度それに

収益性が立つと、あるいはこういうターゲットを呼び込んだ方がいいとなりますと、今度は

次に運営面になりますので、そういうマーケティングができるような運営主体っていうも

のが、本当に運営できるかというところが次にまいろうかと思いますので、そういう段階を

踏んで、今、大和荘、町民の皆様に迷惑かけないような形でオープンを迎えたいというふう

に思っておりますので、ぜひご支援を今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

●中原議員 

 終わります。 

●西嶋議長 

 中原議員の質問が終わりました。 

ここで１１時３０分まで休憩といたします。 

 

（休 憩  午 前  １１時  １４分） 

（再 開  午 前  １１時  ３０分） 

 

●西嶋議長 

 会議を再開します。 

通告１０・佐竹議員。 

●西嶋議長 

１１番、佐竹議員。 

●佐竹議員 

 私最後の質問者となりましたですが、２点ほどお伺いをいたします。予算の執行について

ということで、各年度の予算の執行が遅いのではないかというふうに思います。過去の一般

質問等でお願いをいたしました件について、その時は前向きな回答をいただいております

のに、いまだに執行されてないものがございます。そこで、次の町長さん、副町長さんはお

られない時の質問でございますので、なかなか難しいかもしれませんですが、高齢者の免許

返納に対する対応ということで、これは２９年度の予算にも計上されておりましたし、３０

年度の予算にも計上されておりましたが、いまだに実行されておりません。これはどうなっ
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とるでしょうか。それから２番目、町内のライブカメラの夜間照明について、町内の夜間ラ

イブカメラは各地区ごとに道路が１３基ぐらいついておりますが、夜間は全く暗くて見え

ませんので、これを防犯灯みたいものでもいいからつけてほしいということを、調査をされ

たということで、酒谷には１個付いておりますが、他はまだ付いておりませんので、その辺

がどうなったのかということをお伺いしたいと思います。それから９月の議会でユートピ

アの関係について色々お願いをしました。細かいことはまたちょっと調べていただければ

分かると思いますので、その点お聞きをいたします。２番目に町内の遊休施設の活用につい

てということで、全国的に遊休施設が活用が困っておられるようなところがございます。町

内においても活用できるのに活用されていない施設というのがございます。これは１つの

提案でございますが、冬の間に積雪時に希望のある方に貸してあげて、少しぐらいの料金を

頂いて改造するというような方法もあろうかと思いますし、また都市部に出ておられまし

ても、もう帰る家もないのに、何とか気楽に帰って、旅館やホテルと違って気楽に寝泊りす

ることができる施設として、活用するのもいいのではないかというふうに考えておるとこ

ろでございます。いかがでございましょうか。以上、お伺いします。 

●西嶋議長 

 町長。 

●嘉戸町長 

 佐竹議員１点目の予算の執行についてのご質問にお答えします。１つ目の高齢者免許返

納事業につきましては、これまで議会の一般質問をちょうだいしており、実施に向けた検討

を行うこととなっております。基本的に、自動車に代わる移動手段確保に資する支援を行う

方向で検討しておりまして、具体的にはバスとタクシー利用への助成を検討しております。

現在、要綱や各種様式の決定と、バス、タクシー事業者との調整を行っており、来年２月に

向け運用を開始したいと考えております。２点目の町内のライブカメラの夜間照明につい

てです。ライブカメラは町内２３カ所に設置し、映像を町ホームページで公開していますが、

暗視機能がないため、道路照明などがない箇所では、夜間は映像が暗く見ることはできませ

ん。２９年度は、大雪の際に見られる方も多いであろう県道美郷飯南線の飯南町堺の酒谷の

カメラに照明を設置しました。今年７月には費用が少なく、見える範囲も広い赤外線照射機

を試験的に川本町境付近の竹のカメラに設置しました。しかし、７月の水害で、この竹のカ

メラの設備が破損し、更に近くにある港のカメラも水没しましたため、夜間照明の試験運用

は中断しております。この２カ所の修繕費用は、９月議会で２００万円の補正予算を組ませ

ていただきましたが、費用を精査したところ約３００万円が必要となりました。このため場

所を江の川の冠水状況が観測できる１カ所とし、赤外線照射機も搭載したカメラを設置す

る予定で検討しております。また他の２１ヵ所のカメラも７年以上経過し、カメラ自体が経

年劣化しております。この２１カ所の更新費用は２０００万円近くと多額であり、夜間照明

をつける場合には、更に費用が加わります。このため、現在カメラの更新につきましては、

河川の氾濫、冬期の積雪などで注意が必要な場所にある程度絞らしていただくことを検討
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しております。夜間照明につきましては、このカメラ更新の際に、整備しようと考えており

ます。３点目のゴールデンユートピアに関する諸問題についてです。先の９月議会での佐竹

議員のご質問につきましてはレストランの案内看板の件、レストランのメニューと価格の

件、大型遊具の安全性と撤去の件、ユートピアの照明の件の４つと承知しています。１つ目

のレストランの案内看板につきましては、遅ればせながら、町内を訪れたお客様にも目につ

くよう国道３７５号からの入り口に１０月に設置したところです。２つ目のレストランの

メニューと価格についてです。低価格でめん類などの軽食メニューの追加をとのご意見が

ある一方、町外から訪れる多くの方を対象としまして、町の宣伝のために美郷町の特産物を

使い、味にこだわったメニューの追加をとの意見も片方でございます。この度、料理長の考

えもあり、昼のメニューでは山くじら肉を使い、価格も１０００円に抑えたメニューが追加

され、夜のメニューでは山くじら鍋が新しく加わりました。厨房スタッフの人数にも限りが

あるため、メニューを拡大することも難しく、当面は新メニューの評判を見ていきたいと思

います。３つ目の大型遊具の安全性と施設自体の撤去についてです。大型滑り台はローラー

部の回転不良のため利用を中止していましたが、業者点検を行い、修繕の必要はあるが、利

用に重大な制限はないとの報告を受け、現在は利用可能となっています。他の遊具につきま

しても業者点検を行い、内容は、塗装の剥離や軽微な劣化などで、安全面での問題はないと

の報告がありました。修繕の必要性があるとされた大型滑り台、小型滑り台は、当面状況を

見て使用を続けていく予定でございますが、いずれにしましても２、３年後には、ローラー

部の全部の更新が必要となります。この大型滑り台、小型滑り台のローラーの取り換えにか

かる費用は直接工事費だけで８６８万円の見積もりとなっています。また、この先すべての

遊具に修繕が生じてまいります。これらの遊具の存廃は、以前からの課題ではありましたが、

近隣にはない大型遊具を目当てに訪れる利用者も多いため、現在保留していたところでご

ざいます。遊具は安全性の確保がまずは大前提であり、存続につきましては、しっかりと検

討してまいりたいと思います。４つ目のユートピアのレストラン照明ですが、照明の場所に

つきまして、担当課で、施設全体を照らす照明灯を誤認しておりました。佐竹議員のご指摘

のレストランの最上部の照明につきましては、夜間や休館を問わず検討することとしたと

ころです。 

●西嶋議長 

 佐竹議員。 

●佐竹議員 

 ありがとうございました。１点目の高齢者の免許返納でございますが、これは２年ぐらい

前ですかね、色々各県内の市町村がタクシー代を出すとかなんとか、色んなことがありまし

た。それで、私のところへうちの町も何かあるかと聞いて来たので、ちょっと待ってくれ言

うて、総務課へ聞いたら、はあやる考えでおりますということを言われたんですが、それか

らまあ、もうあれから１年半、２年ぐらい経つわけですが、いまだにやっておられません。

言うとった本人はもう入院しておりまして、もう免許証も返しておりますが、これ思うんで
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すが、私はね、免許証返すことに賛成なわけじゃあございません。というのは、うちの町の

状況を考えたら免許証がないとなかなか移動手段として考えるのは難しい。ただ、運転がで

きない人はまあしょうがないですけど。何でも積極的に返すという必要はないように。この

前、私のところの家内が高齢者講習、７０歳超えると大田の自動車学校行って、講習受けに

ゃあいけませんが、教官も免許書は返さん方がいいですと言い方をされた様でございます

ので、運転できる限りは、私は運転してもらった方がええんじゃないかというふうに考えて

おります。それから２番目のですね、カメラの件ですが、これは最初、付けるのにかなりの

費用が掛かるということでありましたので、防犯灯程度でいいんじゃないかということで、

それでちょっとやってみていうことで、酒谷に付けてもらったんですが、あれでも雪の降っ

た状況分かるわけで、それ以後、何も音沙汰がないんでどうなったんかと。これあんまりカ

メラの事を言うと、ちょっと私の立場上ちょっと困りますので、あんまり追求はしなかった

んですが、これ今言われた、そう費用を掛ける必要もないと、夜ちょこっと見えればいいと

いうふうに私は考えるわけでございますので、何百万もかけてということでなくてもよろ

しいんじゃないかというふうに、昼間見えればいいんじゃなかというふうに思います。それ

からユートピアの件ですが、２、３日前行きました。やはり一番安いのが８００円の親子丼

でございました。メニューとしては４品、一番高いのが１８００円のかつ丼です。他のラー

メンとかうどんとかという、まあ大衆向きといいますか、そういうのはございません。それ

で、この経営方針としてそういう板場さんのプライドといいますか、そういうことからそう

いうメニューになっとるのかどうかということを課長に聞きましたら、課長もそれはちょ

っと分からないというような言い方でございました。やっぱり従業員として雇っておる限

りには、開発公社の経営方針でやってもらわんと、板場のあれでやると、なかなか大衆向き

というわけにいかないんじゃないかと思うわけでございますので、前にですね、一番最初は

やっておられたのが、どなたか知りません。私が議員になったのが、平成１５年でございま

すが、その時には A さんという方がやっておられました。大変流行っておりました。色ん

なメニューがありました。大変美味しかった。ところがＡさん聞いたら、「A さんどんなで

す」言うたら、「家賃が高くてやれません」言うた。「何ぼかな」と言うたら、「２０万です

と」言うたけぇ、「２０万、そりゃあまあ高いなそりゃあ、そんなあれだったら、大田にあ

るお店なんて、あそこだって２０万で、ありゃあ流行って酒もある」いうていうことを言う

て、当時のＢ課長に言うたら「いや、減らしゃあ、ユートピアの収入が減りますから」って

いうことだったですが、そりゃあそれでも経営するにはそんなことじゃあやれんいうこと

で、５万円下げて１５万にされたいうことで、それからしばらく経ってもやっぱりやれんと

いうことで辞められましてからは、今度は７万円下げられて、結局、最終的には２０万あげ

るからやってくれというようなことになったようでございますが、結局それも辞められた

ということで、なかなか経営というのは難しいかもしれませんですけども、やっぱりうちの

町民のニーズに合ったようなレストランに私はしてほしいというふうに考えております。

それから、遊具の問題ですが、遊具はまあ一応今治すのを聞いたら、何百万も掛かるという
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ことでございます。それはやはり、私はもうやめることも考えられたらいいんじゃないかと

思うわけです。利用者がどのぐらいおられるか分かりませんですけども、その利用者の数を

調べてですね、後で責任を取られて、何千万も取られたというようなことになってもいけま

せんので、そこらでやめるんならやめる、やるんならもっとちゃんといい形でやるというよ

うな形にしてほしいと思っております。よろしくお願いします。この問題は終わります。 

●西嶋議長 

 今のことについていいですか。答弁は。 

（はい、よろしいですとの声） 

●西嶋議長 

 続きまして町長。 

●西嶋議長 

町長。 

●嘉戸町長 

 佐竹議員２つ目の町内の遊休施設の活用についてのご質問についてお答えします。町有

財産の利活用につきましてご提案をいただきありがとうございます。平成３０年４月現在

の美郷町の公共施設数は２６５施設あり、そのうち、建設から３０年以上経過している施設

は１３４施設全体の５０％と、老朽化による今後の維持活用が課題となっております。ご質

問にあります現在使用していないいわゆる遊休施設は３５施設程度ですが、その内建設か

ら３０年以上経過している施設が、３０施設８５％以上と古い施設がほとんどでございま

す。これらは過去に漁船格納庫や共同作業所として建設されたものが多く、現在はほぼ使用

することがないため、修繕等も行っておりません。遊休施設の処分や今後の扱いにつきまし

ては、公共施設管理上のテーマの１つでもあり、可能な施設については、貸し出しや譲渡を

考えております。貸し出しについては、現在は民間等から利用希望があれば現在の状態を考

慮し、その状態を希望者に説明して現状のまま利用してもらっております。遊休施設の利用

に対し、町が多くのお金をかけて修繕するということは現在しておりません。なお、現在の

利用希望は、倉庫として利用される場合が多く、現時点で自治会等に倉庫として貸し出しし

ているものもありますが、施設が老朽化していくため、今後はお断りさしていただかなけれ

ばならない場合も出てくるものではないかと考えております。佐竹議員からご提案いただ

きました一時的に帰省された方などが快適に寝泊まりする施設とするためには、大規模な

改修が必要ともなりまして、利用希望がどの程度あるのかということもございますが、費用

と利用の面からも少し難しいのではないかと考えます。そうしたニーズがあります場合は、

できましたら、町施設の利用促進の面からもゴールデンユートピア、カヌーの里バカンスハ

ウスなどの宿泊施設をぜひご利用いただければと思います。 

●西嶋議長 

 佐竹議員。 
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●佐竹議員 

 まあ私が思うんですが、中学校の、邑智中学校の寮がございます。あそこは、トンネルの

工事なんかの時に来られた方が、あそこへ貸してあげて、そのまま各部屋にエアコンも多分

設置されておるというふうに聞いております。ああいうとこはですね、もったいないという

か、使えないことがない訳でございます。ちょっとした改修でいけるんじゃないかというふ

うに考えるわけでございます。それから、湯抱荘ですね、湯抱荘、雨が漏るんですけど、そ

れは広間の方でありまして、部屋にはそういう漏るというようなことはございませんので、

そういうとこでも貸してあげることができりゃあええと思います。これはですね、高山の方

から、去年除雪に１０回来てもらいましたという。そんなそれは大変ありがたいけれども、

なんか、前に粕渕でもどこか出るところがあれば、そこへ冬の間でも出させてもらえればそ

こまでしてもらわんでもいいんだがなというような話を聞きましたので、そういう提案を

したわけでございますが、今実際、元の邑智中学校の寮というのは、どんな状態になってお

りますでしょうか。 

●西嶋議長 

 総務課長。 

●小田総務課長 

 今ご質問いただきました中学校の寮ですが、これが建築が昭和４３年で５０年経過して

おります。それで以前、議員言われるようにトンネル工事の作業員宿舎として利用した時期

もございますが、通常の方の寝泊まりに使用するには、非常にもう痛みがひどく、かなり手

入れをしないと利用できない状況となっております。それで現在は昨年ですが、倉庫として

一時利用をされた団体がいらっしゃいます。最近の利用としては、倉庫として活用されたの

が最近の事例となっております。以上です。 

●西嶋議長 

 佐竹議員。 

●佐竹議員 

 湯抱荘はどうです。湯抱荘。 

●西嶋議長 

 総務課長。 

●小田総務課長 

 湯抱荘につきましても、トンネル作業のときの宿舎としてもう随分前に利用されたこと

があります。それ以降は利用の実績はない状況でございます。以上です。 

●西嶋議長 

 佐竹議員。 

●佐竹議員  

 湯抱荘は前にあれしとったＣ君、私友達ですのでよく行くんですけども、そりゃあ入って

住めないこともないし、もともと旅館の格好になっておりましたので、各部屋が仕切ってあ
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りますので、利用しようと思えばできないことはないと思うんですが、そこも１回調べてい

ただいて、今の寮が駄目だということですが、それも駄目かどうかもう１回調べていただい

て、今私が言いました提案がどうかということでございます。今カヌーの里やユートピアに

泊まればそれだけの費用も掛かるわけでございますが、例えば関西美郷会の人だって墓参

りだなんだといって１週間ぐらい居りたいという時には、ある程度安い料金ででもいける

んじゃないかというふうに考えますし、それから今の雪の積雪時の高山だけでなくて、色ん

なのところもあると思いますので、そういう方が気楽に、そこから仕事へでも行かれるとい

うような形にしてあればいいんじゃないかというふうに考える訳でございます。もう１回

考えてほしいと思ってます。以上で終わります。 

●西嶋議長 

 以上をもちまして本定例会に通告されております一般質問はすべて終了いたしました。

ここで午後１時まで休憩といたします。 

 

（休  憩  午  前  １１時 ５４分） 

（再  開  午  後   １時 ００分） 

 

●西嶋議長 

 それでは会議を再開いたします。 

日程第３、委員会審査報告及び質疑を議題といたします。 

各委員会に付託をした案件の審査結果報告を求めます。 

初めに、総務委員長。 

●西嶋議長 

 ８番、山本議員。 

●山本議員 

 読み上げて報告いたします。平成３０年１２月１２日美郷町議会議長 西嶋 二郎 様。

総務委員会委員長 山本 幹雄。委員会審査報告書、本委員会に付託された下記案件につい

て慎重に審査を行った結果、原案のとおり可決すべきものと決定したので、美郷町議会会議

規則第７７条の規定により報告します。記、付託された案件、議案第８７号、美郷町職員の

給与に関する条例及び美郷町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について。議案第８８号、平成３０年度美郷町一般会計補正予算第６号、以上で

あります。 

●西嶋議長 

 総務委員会に付託した案件の報告が終わりました。 

質疑はございませんか。 

（なしの声） 
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●西嶋議長 

 質疑がないようですので質疑を終わります。 

総務委員長ご苦労様でした。 

続きまして、教育民生委員長。 

●西嶋議長 

 ５番、福島教育民生委員会委員長。 

●福島議員 

 朗読をして報告に代えさせていただきます。平成３０年１２月１２日美郷町議会議長 西

嶋 二郎 様。教育民生委員会委員長 福島 教次郎。委員会審査報告書、本委員会に委託

された下記条件について慎重に審査を行った結果、原案のとおり可決すべきものと決定し

たので、美郷町議会会議規則第７７条の規定により報告します。記、付託された案件、議案

第９１号、平成３０年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算第３号、議案第９２号、平成

３０年度美郷町国民健康保険診療所特別会計補正予算第３号、議案第９３号、平成３０年度

美郷町後期高齢者医療特別会計補正予算第３号、以上であります。 

●西嶋議長 

 教育民生委員会に付託した案件の報告が終わりました。 

質疑はございませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

教育民生委員長ご苦労さまでした。 

続きまして産業建設委員長。 

●西嶋議長 

 ３番、波多野産業建設副委員長。 

●波多野議員 

 産業建設委員長が欠席のため代わって報告をさしていただきます。それでは読み上げて

報告に代えさせていただきます。平成３０年１２月１２日、美郷町議会議長 西嶋 二郎 

様。産業建設委員会委員長 安田 勝司。委員会審査報告書、本委員会に付託された下記案

件について慎重に審査を行った結果、原案のとおり可決すべきものと決定したので、美郷町

議会会議規則第７７条の規定により報告します。記、付託された案件、議案第８９号、平成

３０年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算第３号、議案第９０号、平成３０年度美郷町

下水道事業特別会計補正予算第５号、以上でございます。 

●西嶋議長 

産業建設委員会に付託した案件の報告が終わりました。 

質疑はございませんか。 

（なしの声） 
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●西嶋議長 

 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

産業建設副委員長、ご苦労様でした。 

日程第５、議案の討論表決を議題といたします。 

初めに、議案第８７号から議案第９３号までの議案７件について一括して討論に入りま

す。討論のある方は、議案番号を示してからお願いします。 

まず反対討論はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

 次に賛成討論はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

 いずれも討論がないようですので、討論を終わります。 

続きまして、採決に入ります。議案第８７号から議案第９３号までの７件を一括し採決を

行います。 

これらの議案について、総務委員会教育民生委員会、産業建設委員会からはいずれも可決

とすべきとの委員長報告がありました。 

お諮りします。 

委員長報告のとおり決することに賛成の議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

●西嶋議長 

 挙手全員であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

失礼しました。先ほどは日程の４ですね。 

改めまして、次が日程第５でございます。 

日程第５、委員会の継続審査調査付託を議題といたします。 

お諮りします。 

お手元に配布しておりますように、各委員会から閉会中の継続審査調査の申し出が提出

されておりますので、これらの申し出のとおり、それぞれの委員会へ付託したいと思います

が、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

●西嶋議長 

 ご異議なしと認めます。 

よってそれぞれの委員会へ付託することに決定いたしました。 

本定例会へ付議されました案件はすべて議了いたしました。 

これをもちまして、平成３０年美郷町議会第４回定例会を閉会いたします。 
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ご苦労さまでした。 

（閉 会 午 後 １時 ７分） 

 

 

 

 

 

 


